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序

耳鼻咽喉科漢方研究会が毎年開催されているが，年々出席者数が増加し，本年 10 月に行われた

第 30 回では 230 名を突破し，耳鼻咽喉科医の間でも漢方治療への関心の高まりが見てとれる．

しかし，漢方薬に関する書籍は数多いものの，耳鼻咽喉科領域に特化したものに限れば，JOHNS

や MB ENTONI などの雑誌で漢方薬の使い方に関する特集が数回組まれているものの，書籍と

なると佐藤弘先生の『耳鼻咽喉科領域の漢方中医学診療ハンドブック』以外には出ていない．満

を持して，『耳鼻咽喉科 早わかり 漢方薬処方ガイド』が中山書店から出版されることとなり，そ

の編集の役を私が仰せつかった．

著者の選定にあたっては耳鼻咽喉科漢方研究会のメンバーの中で積極的に発表なさっておられ

る方を中心とし，それに重鎮の方々を加えるという形にさせていただいた．漢方薬の処方にあた

っては「証」をいかに見つけるかが重要となり，その技術の習得段階により理解に差が出てきて

しまうので，執筆にあたってはどの段階の読者を対象にして書くのかが難しい．本書では，その

点を各著者に任せ，レベルは統一しなかったので，戸惑う箇所もあるかと思われるが，内容の豊

富さに免じてお許し願いたい．

漢方医学は比較対照試験という関門を通過していない故に「客観性のない」「経験的な」医学と

みなされがちであるが，おそらく初期において比較試験が行われていなければその有用性は確信

されなかったであろう．また副作用が出ないようにさまざまな改良がなされたのであろう．ただ

当時のそうした記録が残されていないのでその証拠がない．しかし，その有する膨大な経験デー

タを前にすれば有用性に異議はなかろう．現代は古典の記された時期とは居住環境も異なってお

り，薬草なども変化してきている．医薬原料の確保という問題も抱えている．それだけに，昔と

は違った生体の反応もあろうし，思いがけない作用がみられることもあろう．今後に望まれるエ

ビデンスの構築と新規方面への応用の開拓は読者の方々に任されている．耳鼻咽喉科領域におけ

る漢方薬の処方についてわかりやすく解説した本書が，日常の診療の一助になれば幸いである．

2014 年 11 月

編集 市村恵一
自治医科大学名誉教授/石橋総合病院
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7 ─アレルギー性鼻炎・花粉症7 ─アレルギー性鼻炎・花粉症

はじめに

鼻アレルギー診療ガイドライン1)では，「アレルギー性鼻炎（allergic rhinitis）は鼻粘膜のⅠ型

アレルギー疾患で，原則的には発作性反復性のくしゃみ，水性鼻漏，鼻閉を 3主徴とする」とな

っている．Ⅰ型アレルギー疾患とは IgE 抗体によるアレルギー疾患を指し，外因性のアレルゲン

（アレルギーの原因物質：スギ，ブタクサ，室内塵，ダニなど）があることを前提とする．ダニを

主抗原とする通年性のものと，花粉を主抗原とする季節性のもの（花粉症）とに分類される．

治療法を大きく分けると，①患者とのコミュニケーション，②抗原除去と回避，③薬物療法，

④特異的免疫療法（通常法，急速法），⑤手術療法の 5つがあるが，本項では，薬物療法のなか

で，西洋薬と漢方エキス製剤の併用，あるいは漢方エキス製剤単独での治療法について説明した

い．鼻アレルギー診療ガイドラインには漢方薬として，Á根湯，柴朴湯，小青竜湯，苓甘姜味辛

夏仁湯の 4処方の記載があるが，本項では，より実践に即した漢方処方について解説する．

2 章 漢方薬処方の実際
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● 越婢加朮湯（エッピカジュツトウ） 28○
● 黄耆建中湯（オウギケンチュウトウ） 98○
● 黄連解毒湯（オウレンゲドクトウ） 15○
● H根湯（カッコントウ） 1○
● H根湯加川芎辛夷

（カッコントウカセンキュウシンイ） 2○
● 荊芥連翹湯（ケイガイレンギョウトウ） 50○
● 桂枝加黄耆湯（ケイシカオウギトウ） 026□＊

● 五虎湯（ゴコトウ） 95○
● 柴胡桂枝乾姜湯（サイコケイシカンキョウトウ）11○
● 柴胡桂枝湯（サイコケイシトウ） 10○
● 柴朴湯（サイボクトウ） 96○
● 四逆散（シギャクサン） 35○
● 小青竜湯（ショウセイリュウトウ） 19○
● 辛夷清肺湯（シンイセイハイトウ） 104○

● 神秘湯（シンピトウ） 85○
● 大青竜湯（ダイセイリュウトウ）

● 当帰四逆加呉茱萸生姜湯

（トウキシギャクカゴシュユショウキョウトウ）38○
● 当帰芍薬散（トウキシャクヤクサン） 23○
● 麦門冬湯（バクモンドウトウ） 29○
● 半夏瀉心湯（ハンゲシャシントウ） 14○
● 白虎加人参湯（ビャッコカニンジントウ） 34○
● 補中益気湯（ホチュウエッキトウ） 41○
● 麻黄湯（マオウトウ） 27○
● 麻黄附子細辛湯（マオウブシサイシントウ） 127○
● 麻杏甘石湯（マキョウカンセキトウ） 55○
● 六君子湯（リックンシトウ） 43○
● 苓甘姜味辛夏仁湯

（リョウカンキョウミシンゲニントウ） 119○

本項に出現する漢方薬

＊ 東洋漢方製薬株式会社．



ができる．

●水様鼻漏，くしゃみがひどい場合は，小青竜湯＋麻黄附子細辛湯の組み合わせのほうがよい．

マオウを増量したくないときは，麻黄附子細辛湯＋苓甘姜味辛夏仁湯の処方の組み合わせで

も，単剤よりも高い効果が得られる．

●鼻内のかゆみや，皮膚，目のかゆみを訴える症例には，越婢加朮湯＋黄連解毒湯の併用も効果

を発揮する．

●中等症〜重症型の花粉症の漢方薬治療には，マオウとセッコウを組み合わせた越婢加朮湯であ

る．マオウの含有量が多い麻黄湯も適応する．マオウ含有量が鼻症状改善度に影響する．

●漢方薬単独の治療では，越婢加朮湯＋麻黄湯や小青竜湯＋五虎湯が推奨する組み合わせである．

2 章 漢方薬処方の実際
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❷花粉症の薬物療法フローチャート

花粉症
（漢方薬併用療法）

くしゃみ・鼻漏型 第2世代抗ヒスタミン薬
鼻噴霧用ステロイド薬

目のかゆみ，
皮膚のかゆみ

目のかゆみ，
皮膚のかゆみ

越婢加朮湯
小青竜湯
麻黄附子細辛湯
苓甘姜味辛夏仁湯

黄連解毒湯
白虎加人参湯

辛夷清肺湯
葛根湯加川芎辛夷

麦門冬湯
神秘湯

粘稠鼻漏

咳，咽頭のかゆみ

葛根湯加川芎辛夷
麻黄湯
越婢加朮湯

小青竜湯
麻黄附子細辛湯
苓甘姜味辛夏仁湯
六君子湯のなかで
1～2剤使用

小青竜湯＋麻黄附子細辛湯

越婢加朮湯＋黄連解毒湯

小青竜湯＋五虎湯
越婢加朮湯＋麻黄湯

小青竜湯＋五虎湯

鼻閉

くしゃみ，鼻漏

第2世代抗ヒスタミン薬
ロイコトリエン受容体拮抗薬
抗プロスタグランジンＤ2・
トロンボキサンA2 薬
鼻噴霧用ステロイド薬

軽症

中等症～重症

重症

鼻閉・充全型

花粉症
（漢方薬単独療法）



薬物療法のフローチャート（通年性アレルギー性鼻炎）

通年性アレルギー性鼻炎（❸）

● 鼻アレルギー診療ガイドライン1)に記載があるように，病型，重症度に応じた治療薬を選択す

ればよい．

●小青竜湯，越婢加朮湯，麻黄附子細辛湯，O根湯加川芎辛夷などの漢方製剤はマオウ剤といわ

れる．マオウ剤は，急性期の鼻症状緩和には有効であるが，慢性期にある通年性アレルギー性

鼻炎に対して長期連用する処方群ではない．小青竜湯から始めてみてもよいが，その後，他の

漢方薬に変方して，西洋薬との併用で治療したほうが好ましい．

●漢方治療では，アレルギー性鼻炎を即時型アレルギー性疾患としてだけではとらえていない．

そのベースの体質改善こそが，漢方治療の目的であり，症例による個別対応が必要になってく

る．四逆散，柴胡桂枝湯，柴胡桂枝乾姜湯，補中益気湯，荊芥連翹湯，半夏瀉心湯，六君子湯，

当帰芍薬散，当帰四逆加呉茱萸生姜湯，黄耆建中湯，桂枝加黄耆湯などが主な漢方処方である

が，各々の処方の投薬目標を知る必要がある．アレルギー性鼻炎という病名ですべての症例に

一律に投薬する漢方処方ではない．

●ここで示した通年性アレルギー性鼻炎の処方群は，アレルギー反応に対して抑制的に作用する

ので，花粉症治療の初期療法に使用してもよい．花粉症最盛時期で，鼻症状の増悪があれば，

マオウ剤と併用すればよい．本治治療と標治治療の併用である．

●現在のところ，❸に掲載した漢方薬には抗アレルギー作用としての臨床的エビデンスを示せる

データはないが，症例報告や，漢方専門家の間では，これらの効果を確認できる報告はある．

薬理効果の証明は今後の研究に期待したい．いずれにしても，漢方薬投薬の目的は，鼻粘膜機

能の強化・改善とともに全身のアレルギー反応に対する過敏性抑制効果にある．

アレルギー性鼻炎・花粉症
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通年性アレルギー性鼻炎 第 2世代抗ヒスタミン薬
ケミカルメディエーター遊離抑制薬
ロイコトリエン受容体拮抗薬
抗プロスタグランジンD2・トロンボ
キサンA2 薬
鼻噴霧用ステロイド薬

四逆散
柴胡桂枝湯
柴胡桂枝乾姜湯
補中益気湯
荊芥連翹湯
半夏瀉心湯
六君子湯
当帰芍薬散
当帰四逆加呉茱萸生姜湯
黄耆建中湯（桂枝加黄耆湯）

❸通年性アレルギー性鼻炎の薬物療法フローチャート



処方の実際

花粉症

軽症〜中等症の花粉症の場合

アレグラⓇ（フェキソフェナジン）1錠（60 mg） 1 日 2 回

クラリチンⓇ（ロラタジン）1錠（10 mg） 1 日 1 回

小青竜湯 2.5〜3 g 1 日 2〜3 回：花粉症治療の標準漢方薬

麻黄附子細辛湯 2.5 g 1 日 2〜3 回：蒼白鼻粘膜で考慮

苓甘姜味辛夏仁湯 2.5 g 1 日 2〜3 回：マオウによる副作用を避けたい症例

漢方薬の最大のメリットは，眠気や口渇，だるさを伴わない点にある．そこで，眠気がでにくい非

鎮静性の西洋薬を主剤に選択し，漢方薬と併用することによる相乗効果を期待しての処方である．く

しゃみ，水様鼻漏，鼻閉を 3主徴とする軽症〜中等症のアレルギー性鼻炎の治療に適応する．漢方薬

との併用により，眠気をきたしやすい症例に対して，西洋薬単独よりも，花粉症治療のQOLを高める

ことができる．マオウを含有しない苓甘姜味辛夏仁湯を小青竜湯の代替として処方してもよい．

症例：23 歳女性（漢方薬併用）

スギ花粉症．3〜4 年前からスギ花粉症がある．内科で花粉症の薬をもらったが，鼻症状は

改善するも体がだるくなって不快であった．その後，だるくなりにくいタイプの薬に変えて

もらったが，今度は鼻症状の改善度が以前の薬よりも劣るため，耳鼻科に紹介受診となった．

このような症例の場合，漢方薬単独での治療も可能であるが，まずは，抗ヒスタミン作用，

抗コリン作用の弱いタイプの第 2 世代抗ヒスタミン薬と漢方薬の併用を試してみるとよいで

あろう．アレグラⓇ（1錠 1日 2回)と小青竜湯エキス顆粒（2〜3 g 1 日 2〜3 回）の併用であ

る．1日 2回タイプの漢方製剤も発売されている．

2 章 漢方薬処方の実際

70

!補中益気湯の鼻アレルギーへの効果!

ヒト精子の鞭毛構造と鼻粘膜や気管支の多列線毛上皮の線毛は，同じ基本構造をもってい

る．補中益気湯は，この鞭毛，線毛運動の賦活化に効果があることが知られており，男性不

妊の原因である精子無力症の第一選択薬である．慢性気道感染症においても，同様のメカニ

ズムで気道粘膜改善効果が報告されている．また，通年性アレルギー性鼻炎に効果を認める

症例もある．

このように，補中益気湯は細胞レベルで元気を与えてくれるようだが，慢性疲労症候群に

も補中益気湯の効果が認められている．ミクロにもマクロにも効果がある薬なのである．鼻

粘膜の線毛運動能や鼻粘膜防御機能は，即時型アレルギー反応だけではなく，アレルギー性

鼻炎においては重要な要素ではないかと考えている．鼻症状発現には，鼻粘膜の機能低下す

なわち，局所の「気虚」の影響もあるのではないだろうか．


